
www.furuno.com

操作部

ジェスチャーコントローラ

www.furuno.com

より快適で、
刺激的な船上体験を

4.1型 カラー液晶

商標の扱い :本カタログに記載されている社名、製品名は、一般に各開発メーカーの登録商標または商標です。

安全に
関する
ご注意

●ご使用前に「取扱説明書」をよくお読みの上、
　正しくお使い下さい。

★ご購入の前に ●仕様および外観は機器改良のため予告なく変更することがあります。
●当製品をお買い上げの場合、取付工事費、オプション費等は別途ご請求させていただきます。
●印刷物と製品とでは多少色合いが異なる場合があります。あらかじめご了承下さい。
●このカタログの内容詳細については販売店または当社におたずね下さい。
●類似品にご注意下さい。

●お問い合わせは

www.furuno.com

※　弊社問合せ先は事情により変更される場合があります。　弊社ホームページに最新情報を掲載していますので、ご参照下さい。

カタログ No. CA000001204
1-A-18033SK

オートパイロット0.25 kg 1.5 kg

0.12 kg
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NMEA2000/CAN bus その他ケーブル GC-001 : ジェスチャーコントローラ（3台まで）
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※方位信号の入力が必要です。



▲

高度なセルフラーニング（自己学習）機能搭載！
出航から帰港までの艇の動きで自船の特性を学習し記憶します。さらに、船
速や潮流、風、波、ドリフト、トリム（ヒール）アングル等の情報を考慮し、その
海況において、安定かつ最適な自動操舵を提供します。

▲

追従発信器不要！船外機・船内外機での簡単装備を
   実現する“ファンタムフィードバック™”
“Fantum Feedback™”（ファンタム フィードバック）は、追従発信器（舵角
検出器）の装備なしで、高精度の自動操舵を提供できる画期的機能です。
1基掛けはもちろん複数基エンジンまで、幅広い船内外機・船外機付き
ボートに対応しています。

▲

CAN bus（NMEA2000）による優れた装備性と拡張性

▲

コースずれ精度は、なんと0.01 NM以下！

▲

各社電気制御エンジン（EVC）システムに接続可能
専用のインターフェイスユニットなしで、簡単にEVCシステムとの
接続が可能です。※2

- VOLVO PENTA IPS
- YAMAHA Helm Master™
- YANMAR VC10
- SEASTAR SOLUTIONS OPTIMUS

※1

※1 NAVpilotに搭載された、自己学習機能に伴うソフトウェアは、FURUNOとFLSIの共同開発によるものです。 ※2 詳しい対応状況については、販売店または当社におたずね下さい。

SABIKI™モードはスロットル操作による後進方向の推力調整だけで
自船方位を保持し、風上や潮上に船尾を立てることができる後進時の
自動操舵機能です。※

フィッシング中の操船負担が軽減で
きるため、操船者自身が釣りを行う
ときや、少人数で釣りを行うときに
たいへん便利です。

※風または潮流を受けて、自船の方位保持を
行うこと。

※SABIKI™モードは船外機および船内外機
専用の機能です。

実際のBluetooth通信はリモコンと制御部で行われます。

[左舷1] キー
（オートモードでは針路を左に1度変更）

[メニュー] キー

“ジェスチャーコントロール”  

[左舷10] キー
（オートモードでは針路を左に10度変更）

クルージングからフィッシングまで、

あらゆるシーンにおいて快適かつ刺激的な

船上体験を演出します。

ジェスチャー（G）ボタン

SABIKI™モード

ジェスチャー操作で針路は思いのまま
専用のワイヤレスリモコン“ジェスチャーコントローラ”を使用した、
全く新しい操船スタイルを実現しました。
ジェスチャーコントローラを使えば、船上のどこにいても変針や、
操舵モード切替などの操作を行うことができ、より自由でストレス
のない操船を行うことができます。

❶～❸の操作だけで、オートパイロットの設定針路が
再設定され、すぐに変針を開始します。

❶ 船首方位に向けて
　 Ｇボタンを押す

❷ Gボタンは
　 押したまま

❸ 進みたい方角で
　 Gボタンを離す制御部から10 m以内であれば

船上のどこからでも針路変更が可能
※装備状況によって、通信可能な距離は変動します。

SABIKI™モードを使用しない場合

風や潮流によって、
自船が風下・潮下に
おとされる。

風または潮流

SABIKI™モード ONの場合

風または潮流

後進方向の推力
調整のみで自船の
方位保持が可能。

SABIKI™モードの解説動画を
QRコードより閲覧できます。

ステアリング操作なしで潮立てを可能に！

視認性に優れたグラフィカルな情報表示を実現。昼夜それぞれに最適な背景色の切替も簡単に行えます。

色彩豊かなグラフィック表示

ハイウェイ画面オート／
アドバンスドオートモード

フィッシュハンター™
（ジグザグ走行）

背景色：白

SABIKI™モード

背景色：黒

[STBY/AUTO] キー

[電源]キー
安定走行を実現する豊富な操舵モード

潮流や風による影響で船首が

振られても、一貫して設定され

た針路を維持します。

オートモード

目的地に応じ、4種類のパターンから好きな走行モード選択して実行することができます。TLL出力可能な魚探やソナー、レーダーとの連携により、ターゲットとなる魚群や

鳥のポイント情報をプロッタ上へ入力でき、フィッシュハンター™のより効果的な活用が可能です。落水者救助 （MOB）の際にも有用な機能です。

4種類のパターン走行が選べる“フィッシュハンター™”

ジェスチャーコントローラの操作はとても簡単！

針路上に仮想目的地を設定し、潮流や風

の影響を補正しながら、設定針路に沿った

コースを維持します。

アドバンスドオートモード
後進時の自動操舵により、フィッ

シング中の自船方位保持を可能

にします。

SABIKI™モード
目的地を設定することで、潮流や風の影響を補正しながら、

最短距離で目的地へ誘導します。プロッタと接続することで、

登録された目的地やコースに沿った自動操舵が可能です。

NAVモード／ルートトラッキングモード

ジグザグ走行 円走行 8の字走行 スパイラル走行

L
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もう1人の優秀なクルー、NAVpilot
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※方位信号の入力が必要です。


